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防炎超高透明シート(FD-W0003G)の取扱いについて 

 

■小巻ロール作成について 

本製品の原反から１ｍや２ｍなどの小巻ロールにする場合、シート間に空気が混入した状態で巻き取ることで、シワが

発生することがあります。製品特性上、完全にシワの発生を防ぐことはできませんが、必要数量を切り出した後に平らな

状態で一定時間放置し、テンションをかけずに紙管等に巻き取ることで、巻き取り時の空気混入によるシワの発生が軽減

できます。ただし、巻取り後の保管が長期間に及ぶ場合は、空気混入部分が圧痕となり表面のムラになる場合があります

ので、早めにご使用くださいますようお願いいたします。 

（コンスターチやベビーパウダーなどの人体に影響のない粉をシート表面に振りかけることで、密着を軽減することも可能です。） 

また、シートをカットしたものを重ねて保管する場合は、シート同士の固着を防止するために、合紙を挟んだ状態で保

管をお願いいたします。 

 

■シワ・圧痕について 

製品特性上、外周部や巻芯部を中心に空気混入による空気痕やシワ等が発生している場合がありますが、製品特性に異

常はありませんので予めご了承ください。また、お取り扱いによってもシワ等が発生する場合がありますが、吊り下げて

ご使用いただくことで、自重により少しずつ現象が軽減されます。（気温が高いほうが、シートが軟化するためよりシワ

が取れやすくなります。）ドライヤー等を使用することで現象の軽減は可能ですが、熱による変形や冷却後に再発する可

能性もありますのでご注意ください。 

※シワ・圧痕の程度によっては完全に除去できない場合もありますので、予めご了承ください 

 

■その他注意事項 

・保管方法、保管環境によっては表面の光沢感の変化や固着が発生する場合があります。 

・透明性は紫外線による劣化や経時変化により低下していきますので、使用状況によりお取替えください。 

・摩擦等により静電気が発生します。冬季などの乾燥する環境では特に発生しやすくなりますので、静電気障害や静電気

ショックにはご注意ください。 

・他樹脂や塗装等に長時間接触することで、接触箇所の変色、艶変化が発生することがありますのでご注意ください。 

・使用環境により伸縮が発生し寸法が変化しますのでご注意ください。 

 

■メンテナンスについて 

・表面を洗浄する場合、研磨剤を含まない中性の洗浄液を使用し、柔らかい布等で拭き取ってください。 

・アルコール類で消毒する場合は、きれいなウエスやタオルなどに少量をつけて、優しく表面を拭いてください。大量に

つけすぎると白濁・変色や透明度が低下する場合がありますので、少量ずつ表面の変化を確認しながら行なってくださ

い。 

 

* 製品についてご不明な点などございましたら、お問い合わせください。 

* 本書は、本製品に関する製品情報及び環境安全に関わる情報を提供するものであり、性能や品質を保証するものではありません。 

* 製品の仕様および外観は改良のため予告なく変更させていただくことがあります。 

 

 

 


